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４． 後　  　　援
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６． 会　　  　期

７． 会　　　  場

８． 参加チーム
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９． 参加資格

１０． 出場資格

１１． 申込方法

１２． 参　加　料

　　　　　〒460-0026 愛知県名古屋市中区伊勢山2−５−10　中埜金山ビル５F　中埜総合印刷

　　　　　　　　　　　   　アド企画部　長家太一

　　　　　　　　　　　　 　TEL:052-747-8900　e-Mail：taichi.nagaya@nakanoprint.co.jp

　１チーム　40,000円（銀行振り込みでお願いします）

　振込先　 碧海信用金庫サルビア支店　普通預金　店番025　口座番号6082728　

　　　　　　　安城市ソフトボール協会　会長　田川勝彦　

文部科学大臣杯

第58回 全日本大学女子ソフトボール選手権大会
大　　会　　開　　催　　要　　項

　(公財）日本ソフトボール協会・（一社）全日本大学ソフトボール連盟

　安城市・安城市教育委員会・（公財）安城市スポーツ協会

  （一社）大学スポーツ協会（UNIVAS）・国際・全国大会推進活動実行委員会（安城市）

　名鉄観光サービス（株）、中埜総合印刷（株）

　スポーツ庁

　愛知県ソフトボール協会・安城市ソフトボール協会

　2023年8月25日（金）～8月27日（日）　予備日8月28日（月）

　安城市総合運動公園　野球場　Ａ・Ｂ

　デンソーブライトペガサススタジアム（安城市ソフトボール場） Ａ・Ｂ

　愛知県安城市新田町新定山41-8 東祥アリーナ安城（安城市体育館）

　３２チーム
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　（１）　2023年度（公財）日本ソフトボール協会及び全日本大学ソフトボール連盟に各支部 （地区）

　　　　　を通して加盟登録した大学（短大を含む）チームに限る。

　（２）　学長または学生部長が身体、人物とも適当と認めたもの。

　（１）　本大会に出場するチームは、所定の予選を経て出場権を得たチームに限る。

　（２）　チーム編成は次の通りとする。

　　　　　監督１名､コーチ２名､スコアラー１名､選手30名以内とする。但し、監督、コーチ、スコアラーが認める。

　　　　　選手を兼ねる場合は選手登録をしなければならない。トレーナー１名、通訳１名、主務1名のベンチ入りを

　　　　　スコアラーとしてベンチ入りする場合は、公式記録員の有資格者であること。（カード携行のこと）

　（３）チームの中に次の①～④のいずれかの資格を有する者がいること。

　　　 ①公認ソフトボールコーチ１〜４　 ②公認準指導員

　　　 ③公認ソフトボールスタートコーチ（学生監督、学生による監督代行に限る）　④その他主催者が認めた資格

　出場資格を得たチームは、以下（1）〜（3）の書類等を提出すること。（詳細は学連委員連絡事項を参照のこと）

　（1）　参加申込書　2023年7月24日必着

　押印後、チームが所属する地区所属の全日本学連理事・社員及び、全日本大学連総務委員会に

　　（別紙 大会プログラム用部員写真データ別便送付のお願い を参照し，　必着）

　pdfファイル（カラー、jpg等の写真ファイルは不可）にしてメール送信

　（２）【印刷用】東西・全日本インカレ申込書　2023年7月24日必着

　大会登録選手の情報等を記載後、エクセルファイルのまま地区所属の全日本学連理事・社員及び、

　全日本大学連総務委員会にエクセルファイルにてメール送信

　（3）　大会プログラムの写真原稿　2023年7月24日必着



１３． 競技規則

１４． 試　合　球

１５． 試合方法

１６． 表　　　　彰

１７． 費　　　　用

１８． 組合せ抽選

１９． 諸　会　議

２０． 開　会　式

２１． 閉　会　式

２２． 傷　　　　害

２３． 参加条件

２４． そ　の　他

２５． 問合せ先

　2023年度(公財)日本ソフトボール協会オフィシャルソフトボールルールによる。

　サスペンデットゲームを採用する。

　なお、特別な事項は監督会議で定める。

　検定革３号球（ナガセケンコー）とし主催者が提供する。

　出場選手の旅費、滞在費は全て出場チームの負担とする。

　試合の組合せは2023年7月27日（木）午後２時より東祥アリーナ安城（安城市体育館）第１会議室

　において、主催者立会いのもとに公開代理抽選によって決定する。

　（１）出場大学連絡会議　2023年8月24日(木)午後１時より　東祥アリーナ安城（安城市体育館）内、大会議室にて行う。

　トーナメント方式とする。３位決定戦は行わない。

　（１）優勝チームには文部科学大臣杯、表彰状、優勝旗、優勝杯、優勝メダルを授与する。

　（２）準優勝チームには表彰状、準優勝杯、準優勝メダルを授与する。

　（３）３位チームには表彰状、３位メダルを授与する。

　（４）文部科学大臣杯、優勝旗、優勝杯、準優勝杯は持回りとする。

　自らの大学名（所属）、名前、役職を明らかにした上で実施してください。

　（１）宿泊は、原則「名鉄観光サービス(株)」から申し込むこと。（詳細は別紙参照）

　（１）部長、監督等は自チームの全ての行動について責任を負うものとする。

　（２）選手の登録人数は30名であるが、ベンチに入ることのできる人数は25名以内とする。

　（３）全日本大会で棄権したチームの取り扱いについては以下の通りとする。

　 　棄権チームに対する処置は日本協会倫理委員会で審査し日本協会理事会で決定する。

　（４）雷鳴がかすかでも聞こえたら、ただちに試合を中断する。

　（５）宿泊及び昼食については「第58回全日本大学女子ソフトボール選手権大会（監督・コーチ・選手の皆様へ　

   　練習・アップ会場は他大学と重なることがあるため協力して使用すること。

　（７）熱中症予防の観点から天候に応じて試合中に給水タイム（5分程度）を設ける場合がある。

　　その判断は、審判員が行い、事前に両監督に通達する。

　（８）その他、詳細については参加チームに連絡をすると共に監督会議で定める。

　全日本学連が作成運営するSNSを通じて、問い合わせを行うことができる。問い合わせを行う際は、

　　ご宿泊・お弁当　申し込みのご案内）」に従って申し込むこと。

　（６）練習会場案内や大会日程、試合時間等は組合せが決定次第、HPやSNSにて通知する。

　（９）雨天時の練習場の確保について、主催・主管は一切の斡旋・配置・調整等は行わない。

　決勝戦終了後、試合会場で行う。

　大会参加者の行事参加中の傷害事故については応急処置を行うと共に、（公財）日本ソフトボール協会が加入する

　行事参加者傷害保険の範囲内で補償を行う。参加者は全員健康保険証を持参すること。

　　出場大学の監督、学連委員は必ず出席のこと。

　（２）監督会議　8月24日（木）午後２時より　東祥アリーナ安城（安城市体育館）内、大会議室にて行う。

　　出場大学の監督は必ず出席のこと（ユニホームの着用を義務付ける）。

　（３）審判員、記録員会議　8月24日（木）午後３時より　東祥アリーナ安城（安城市体育館）内、大会議室で行う。

　2023年8月24日（木）午後４時より　東祥アリーナ安城（安城市体育館）にて行う。※土足禁止

　（５）安城市長賞を最優秀選手と優秀選手に授与する。


